
平成２０年度全国女性委員会議報告 

１ 目 的 

 女子委員会と地方陸上競技協会との連携を密にして、お互いが活躍できるようにする。

女子委員の資質向上と会議の充実を図る。 

 

２ 日 時 

 平成２０年７月１２日、１３日 

 

３ 場 所 

 大阪ワールドトレードセンタービルディング 

 

４ 日 程 

（１日目）挨拶 山崎寿美子日本陸連女性委員長 

        吉見正憲日本陸連理事 

     報告 女性委員長 

     報告 竹林幸江広島陸協理事「第２５回レディース陸上大会の報告」 

西盛康子兵庫陸協代表「女子普及種目講習会、記録会を開催して」 

        大阪陸協女性理事「大阪世界選手権を経験して」 

     講演 山田ゆかり早稲田大学スポーツ科学学術院非常勤講師 

        「女子選手の競技環境（ハラスメント）を考える」 

     地域別情報交換 

（２日目）講演「けがの少ないからだづくり（トレーナーの立場から見た現状）」  

 

 ［内容］  

◎女性委員長活動内容、目標の確認 

 女性競技者、指導者確保、普及・支援 

 女性役員、女性審判員の確保・普及・支援 

 女性委員会ネットワークの充実 

 広報活動の充実 

 

◎「倫理に関するガイドライン」セクハラや暴力行為の防止に関する基本 

◎レディース陸上好記録続出、ピンクリボンキャンペーン活動協力の報告 

◎大阪世界陸上について 

 アナウンサーと映像の連携の大事さ等、運営の背景を細やかに説明 


